
○保存用年間スケジュールの配布徹底
○配布物・連絡の趣致徹底
○三者面談の充実
○進路情報のタイムリーな提供・内容の充実
○家族内対話の重視実践依頼
○ＰＴＡ活動の活性化

○地域主催行事への積極的参加と地域への学校公開促
進を図る。
○地域や関連企業の人材を有効活用を強化する。インター
ンシップ依頼企業把握と開発を図る。
○緊急学校支援員を利用した地域企業への就労チャンス
拡大の試み強化。

　（１）主体的に考えて行動できる力を養い，自らの夢や希望の実現を図れる生徒の育成

　（２）歴史や文化および規範を尊重する心と責任感や思いやりの心を持った生徒の育成

保護者や地域の願い
＜保護者＞礼儀正しく
しっかりした考えを持っ
て進学や就職をしてほ
しい。＜地域＞今後も
益々小中学生の模範と
なる生徒・学校になっ
てほしい。地域等の行
事にも積極的に参加・
協力してほしい。志教育の目標

（１）よりよい人間関係を築く力・態度を身に付ける。

（３）社会に出て，役割を果たせる力を身に付ける。

各教育活動における取組の観点 各年次の取組内容

１
年
次

○勉強の方法を丁寧に教え，学習習慣を身に付けさせるとと
もに，個々の生徒の実態に応じたきめ細かい指導を行う。
○地域へのボランティア活動を通じて，社会貢献と地域との結
びつきについて考えさせる。
○職場見学等を通じて職業の種類や内容を調べさせ，多くの
人材（外部講師等）を活用し職業選択の方法を理解させる。
○働くことの意義について経済的な面と社会や家族に対する
貢献という観点から明確に理解させる。
○自分の考えを進んで発表させる機会を極力持たせる。
○志キャンプを通じて，被災地理解と防災意識を高め，集団
生活での行動について考え実践させる。

２
年
次

○総合的な探究の時間を活用してキャリア教育の充実を図
る。
○基礎学力の定着と学習時間の確保に向けた指導を強化す
る。
○全員にインターンシップを経験させることで，社会人としての
役割を認識できるようにするとともに報告書作成やその発表
を通して自己の適性に叶う職業選択ができるように指導する。
○進路情報を計画的に与え，希望進路に応じた模試の活用
を図り，学力の状況を常に客観的に把握させる。

○ＨＲ，各種集会，各種委員会活動や部活動を通して，与
えられた役割について責任を自覚させ実行させる。
○各種行事に積極的に参加させ，社会性を育てる。
○みやぎ防災教育副読本の活用を図る。

○家庭学習に積極的に取り組み，基礎学力を
高めるとともに，進路実現を図る学力を身に付
けさせる。
○各教科・領域の学習をとおして，職業との関
連を理解させながら，一般教養，知識・技術，
技能を幅広く身に付けさせる。
○地震等の自然災害は，地域の自然や歴史
などと深く関わるので，地域の特性，実態を十
分踏まえて防災教育の重要性を理解させる。

社会での役割を「はたす」
○ＨＲ，委員会，部活動，各種行事などをとおし
て，自分の果たすべき役割を認識し実行させ
る。
○住みやすい地域社会のしくみについて考えさ
せるとともに，責任と義務を認識し果たすことの
重要性を理解させる。

○様々な人との交流をとおして，コミュニケー
ション能力を養うとともに，集団や組織の中で
よりよい人間関係を築く協調性や社会性を養
う。
○礼儀を重んじ，他人の話をよく聞き，建設的
な考えや意見を持ち，述べることができるよう
にする。

（２）夢や志をもち，実現できる学力を身に付ける。

生徒の実態，教師の願い

（４）災害に適切に対応する能力を身に付ける。

重　　　　点　　　　指　　　　導　　　　事　　　　項
よりよい生き方を「もとめる」

＜生徒＞大人しく
て素直であるが，
主体性・忍耐力・表
現力や企画力に乏
しい面が見られる。
基礎学力が低い生
徒もおり，家庭学習
時間が少ない傾向
にある。
＜教師＞よく学び
よく活動し責任ある
行動が取れる人間
として社会に送り出
したい。

人と「かかわる」

家庭との連携 地域・企業との協働
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３
年
次

○進路相談を充実させ夏休み前まで全員の希望進路先を確
定させる。
○面接指導，小論文指導の早期開始と全職員での指導を徹
底する。
○進路指導部と連携した模試の利用と分析に基づいた指導
の充実。
○大学進学希望者に対する大学入学共通テスト利用を促進
させる。（一般入試受験も視野に入れた指導）
○就職希望者に対する履歴書の作成と面接指導の充実。
○合格者や内定者への事後指導を強化する。
○未内定者への丁寧で継続的な支援をする。

○ボランティア活動を奨励し，地域や社会に貢献する意義
を理解させ，自己有用感をもたせる。
○各種資格試験・検定試験に積極的に挑戦する意識を喚
起し，進路開拓に役立たせる。

○「産業社会と人間」をとおして学んだことに基づき，発展
的な活動に取り組み，主体的に活動させる。
○学んだ内容や活動成果をまとめたり，発表したりするこ
とをとおしてプレゼンテーション能力を身に付ける。

○ＨＲの時間や全体集会等を利用し，生命の尊重，礼儀
や言葉遣いの大切さ，志をもつことの意義，環境保全の重
要性などを取り上げて道徳的価値・道徳的実践力を身に
付けさせる。
○国や地域社会に貢献する重要性を考えさせ，発表した
り，まとめたりする力を身に付けさせる。
○みやぎ防災教育副読本の活用を図る。

○意見・感想を発表したり，作文をしたりする時間を努めて
設ける。
○宿題や課題に取り組ませ基礎学力の向上を図るととも
に，授業の理解度アップを目指した授業の工夫・改善に取
り組む。
○みやぎ防災教育副読本の活用を図る。
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　（３）健康な体を持ち，基本的な生活習慣を身につけた生徒の育成

知・徳・体の調和のとれた幅広い力量を備え，夢と志をもって社会や地域の発展に貢献できる

生徒の育成を目指す。

本校の教育目標

校　　　　　　訓
誠意　勤労　識見　気魄　協和　

ス　ロ　ー　ガ　ン
　　生活に活気　学習に意欲　行動に責任　　　


